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土砂災害警戒区域等
がけ崩れ（急傾斜地）

台風 大雨 長雨 地震 このような時、このような場所は危険！

土石流 地すべり

地すべり区域

警戒区域
最大で60m

特別警戒区域
最大で200m

斜面の高さの２倍の
距離まで土砂崩れの
危険性があります。 急傾斜地の上端

急傾斜地の下端
10m

20m

特別警戒区域
警戒区域
最大で50m

避難方向

急傾斜地の崩壊等が発生した場合に、建築物に損壊が生じ
住民等の生命又は身体に著しい危害が生ずるおそれがある
区域を指定します。

急傾斜地の崩壊等が発生した場合に、住民等の生命又は
身体に危害が生じるおそれがある区域を指定します。

土砂災害 いざという時の危険回避！

自宅の周辺がすでに増水して、夜間で視界が悪く、
屋外に出るとさらに危険な場合は…

●近くの丈夫な建物
　（鉄筋コンクリート造）
●自宅の２階以上
　(斜面側から離れた部屋)
　に避難しましょう！

急傾斜地の場合

10m

20m

避難方向

斜面の高さの
２倍以上離れる

土石流の場合

避難方向
避難方向

下流に逃げず、
直角方向に! 就寝は1階よりも２階で！

扇頂部

警戒区域

特別警戒区域

避難方向

避難方向

・ がけからの水がにごる
・ がけに亀裂が入る
・ 小石が落ちてくる
・ がけから音がする

がけ崩れ
(急傾斜地)

・ 山鳴りがする
・ 雨が降りつづくのに、川の水位が下がる
・ 川がにごったり流木が流れる

土石流

・ 地面にひび割れができる
・ 井戸や沢の水がにごる
・ がけや斜面から水が吹き出す

地すべり

割れ目がある

浮き石がある
雨水が集中する

勾配30度以上

はりだしている

わき水がある

土砂災害警戒区域
〈土砂災害のおそれがある区域〉 〈建物が破壊され、住民に大きな被害が生じるおそれがある区域〉

土砂災害特別警戒区域

土砂災害に備えて

逃げ遅れた場合には「屋内安全確保」を!


